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（総合計画体系）

・

・

◇政策の概要

◇政策のコスト（千円）
予算
決算

人件費（A）
報酬（B）
年間経費(予算又は決算+A+B)

◇政策の指標

◇平成28年度の政策評価（政策の概要）

◇平成28年度の政策評価（政策の進捗・課題）
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＜進捗＞ 計画通り
市民が集う活力ある都市づくりを目指し、新・都市計画マスタープランの策定に向けた市民意向調査を実施し、
まちづくりに関する市民意識の把握及び策定方針の検討を進めた。また、「浜松市立地適正化計画の基本方
針」を策定し、これに基づき都市機能誘導に関する検討を進めた。さらに、都市計画の決定や都市計画に向け
た調査分析、社会資本整備の取り組みの改訂に向けた検討を進めた。

都市計画マスタープランに示す「拠点ネットワーク型都市構造」の実現に向けて、大規模災害への対応や人口
減少社会の到来、社会資本の老朽化などの社会経済情勢の変化による新たな対応方針を示すため、都市機能
の適正化を進める。また、都市計画の決定や都市計画に向けた調査分析、社会資本整備の取り組みを進め、
市民が集う活力ある都市づくりを目指す。

目標
実績

年度 H27 H28 H29
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40

政策指標

新・都市計画マスタープランの策定

立地適正化計画の策定

社会資本整備の取り組みの改訂

単位

％

％

223,138240,315

100

100

目標

％ 100

実績
目標
実績

87,874
84,147

H36
目標値

153,760 155,860
181 318

155,860
308

309,422

◆基本政策 市民が集う活力ある都市づくり

159,804 66,960
155,481

「拠点ネットワーク型都市構造」の実現に向けて、人口減少社会の到来、社会資本の老朽化、大規模災害など
の社会経済情勢の変化に対応した都市計画の新たな方針を示すため、新・都市計画マスタープランの策定及
び立地適正化を進める。また、都市計画に向けた調査、社会資本整備の取り組みを進め、市民が集う活力ある
都市づくりを目指す。

H28 H29H27

（予算費目名）

10年後の目標 災害、犯罪、事故などの危険から、自分の命と財産を自分で守る意識を身に付けてい
る。

居住エリアの集約化などが進み、コンパクトなまちづくりが進んでいる。

都市計画総務費

7

30年後の姿 どこでも安全、いつまでも安心、持続可能で快適なまちになっている。

平成29年度
（管理番号） （担当課） （責任者）

政策シート （政策名） 集約都市づくりの推進

（作成日）

「分野」 安全・安心・快適

1002101000 都市計画課 杉石　秀和 平成 29
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◇政策実現のために実施する事業一覧

※人工単価（千円）正規7,000 再任用(h31)3,600 再任用(h26)2,600 非常勤2,800

318

24

計 223,138 66,960 21.7 1.1
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318

4

57,986 7,968 7.1

0.8

3 都市計画総務運営経費

2 都市計画策定事業 ○○○ 120,992 46,712 10.2

44,160 12,280 4.4 0.31 都市計画調整事業 ○

コスト
（千円）

事業費
（千円）

人工
報酬
（千円）

正規
再任用
(31h)

再任用
(26h) 非常勤

杉石　秀和 平成 29 7 1

事業名
総
合
戦
略

重
点
戦
略

主
要
事
業

完
了

平成29年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （作成日）

002101000 都市計画課
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◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇事業の指標（H30：重点戦略最終年度、H31：総合戦略最終年度、H36：基本計画最終年度）

H27 H28 H29 H30 H31 H36

重点戦略項目No

H36

4.4
0.3

60,800
H36H31

28,040

12,280

12,280

31,880

129,680
127,893

57,930
56,364

再任用(h26)
再任用(h31) 0.4

3.8
人件費　(千円)

H27
予算

一般会計繰入金
一般財源
その他
市債

56,364

H29H28

3.5
0.3

実績値

目標値

目標値

年度

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系

実績値

H30

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系

H31

重点戦略項目No

年度 H27 H28 H29

実績値

目標値

H31 H36

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

H27 H28年度

61,000
H29

H29 H30

61,100
H28

実績値 57,122 69,853
目標値 57,500

浜松市ホームページ掲載の都市計画GISへのアクセス件数(件)
H30

25,580

-
年度 H27

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

正規

非常勤

－

決算

人工

127,893

国・県支出

人件費(報酬等) (千円)

重点
戦略

主要
事業

－ ○

事業費(千円)

H27 － 一般会計 自治事務（その他） 都市計画法

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

都市計画の状況に応じた都市計画図等の作成を行うとともに、市民への情報提供及び計画調査・分析を行うた
めのGISシステムの構築・更新等、都市計画情報の管理及び活用を進める。

・都市計画図等管理事業
  都市計画その他で利用するための基図となる都市計画管理図や都市計画図等の作成及び修正業務、市民へ
の情報提供に係る都市計画GＩSデータの管理を行う。
・都市計画道路境界指示事業
  市民からの都市計画道路の境界指示依頼により、現地に境界杭を設置し、都市計画道路区域を明確に示す。

7 1

事業シート （事業名） 都市計画調整事業

平成 29
（作成日）

002101000
平成29年度

（管理番号） （担当課） （責任者）
都市計画課 杉石　秀和
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◇平成28年度の事業評価

・平成28年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/ 現状 人工 現状

＜都市計画図等管理事業＞
・都市計画GISや都市計画図等の都市計画情報は、年度ごとに経年修正を行い、精度を上げていく。
・都市計画道路管理図及び地域地区等管理図の経年修正を行い、精度を上げていく。
＜都市計画道路境界指示事業＞
・申請に基づき、都市計画道路との境界を指示し、都市計画道路との敷地境界を明確にしていく。

- 事業費

現状 人工 現状

都市計画図等管理事業や都市計画道路境界指示事業は、的確に事業実施していく。

大項目 現状 小項目 -

- 事業費

指標の達成度

計画通り

＜都市計画図等管理事業＞
・都市計画その他で利用するための基図となる都市計画基本図を作成した。
・都市計画図を市民に頒布するとともに、都市計画資料を提供した。
　都市計画図等地図販売：3,019枚　地形図等複写販売：6,136枚
・都市計画図データの貸出を行い、情報提供を行った。
　貸出：65件(庁内：48件、庁外:17件)
・都市計画GISデータの修正を行い、市民向けの窓口端末及びインターネットによる情報提供を行った。
　アクセス件数：69,853件
＜都市計画道路境界指示事業＞
・都市計画道路境界指示願の申請は0件。

大項目 現状 小項目 -

（作成日）
002101000 29 7 1平成29年度 （管理番号） （担当課） （責任者）

・都市計画図等管理事業
  都市計画その他で利用するための基図となる都市計画基本図や都市計画図等の作成及び修正業務、市民へ
の情報提供に係る都市計画GＩSデータの管理を行う。
・都市計画道路境界指示事業
  市民からの都市計画道路の境界指示依頼により、現地に境界杭を設置し、都市計画道路区域を明確に示す。

都市計画課 杉石　秀和 平成
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◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇事業の指標（H30：重点戦略最終年度、H31：総合戦略最終年度、H36：基本計画最終年度）

都市計画課 杉石　秀和 平成 29 7 1平成29年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （作成日）

002101000

根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

事業シート （事業名） 都市計画策定事業

H18 － 一般会計 自治事務（その他）

新・都市計画マスタープランの策定に向けて調査検討を行い、立地適正化計画の策定に向けた調査検討、都市
計画区域マスタープランの定期見直しに向けた都市計画基礎調査の実施や都市計画手続きに必要な都市計画
決定図書の作成を行う。また、社会資本整備の取組みについて改定を行う。

＜新・都市計画マスタープラン調査検討事業＞定期見直しに向けて、全体構想方針及び地域別構想区域の調査
検討を行う。
＜都市計画区域マスタープラン策定事業＞都市計画区域マスタープラン定期見直しに向けた都市計画基礎調査
について、静岡県と分担し実施する。
＜都市計画図書作成事業＞都市計画の変更手続きに向けた都市計画図書の作成を行う。
＜西鹿島駅周辺地区まちづくり検討事業＞西鹿島駅周辺のまちづくりの実現に向けて、交通事業者や地元協議
会等との協働により、整備手法の検討や関係機関との調整を行う。
＜都市再開発方針見直し検討事業＞
立地適正化計画等の連携により、拠点における民間活力の誘導を図るため、都市再開発方針の見直しを行う。
【重点戦略項目№81】＜立地適正化計画策定事業＞人口減少・高齢化社会へ対応する集約型都市構造の実現
を目指し、改正都市再生特別措置法に基づく立地適正化計画の策定に向けた調査、検討を行う。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分

事業費(千円) 予算 18,386 21,675
決算 17,561 20,609

3,900
市債

○ ○

H27 H28 H29
46,712

都市計画法 ○

国・県支出 3,402 2,665

その他

一般会計繰入金
一般財源 14,159 17,944 42,812

人件費(報酬等) (千円)
人件費　(千円) 79,520 77,080 74,280

10.2
再任用(h31) 0.7 0.8 0.8

非常勤

人工

正規 11.0 10.6

再任用(h26)

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No
都市計画マスタープランの拠点に住む人口(人) -

53,000
年度 H27 H28 H29 H30 H31

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系

H36
目標値 51,200 51,431 51,464
実績値 52,551 52,515

重点戦略項目No

H28 H29 H30 H31 H36
立地適正化計画の策定(％) Ⅲ-4(1)ア 81

100 100 100
年度 H27
目標値 35 60 90
実績値 35 60

H28 H29 H30 H31

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No
居住関連施設の立地誘導を図る用途地域の変更（ha） Ⅲ-4(1)ア

H36
目標値 10 22 22 22
年度 H27

実績値 10 22

H28 H29 H30 H31

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

H36
目標値

年度 H27

実績値
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◇平成28年度の事業評価

・平成28年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

指標の達成度

計画通り

平成29年度 （管理番号） （担当課） （責任者） （作成日）
002101000 都市計画課 29 7 1

＜新・都市計画マスタープラン調査検討事業＞定期的見直しに向けて、将来都市形成の方向性への調査検討を
行う。
＜都市計画区域マスタープラン策定事業＞都市計画区域マスタープラン定期見直しに向けた都市計画基礎調査
について、静岡県と分担し実施する。
＜都市計画図書作成事業＞都市計画の変更手続きに向けた都市計画図書の作成を行う。
＜西鹿島駅周辺地区まちづくり検討事業＞西鹿島駅周辺のまちづくりの実現に向けて、現況利用の駅前広場
（路線バス等利用の通路含む）のバリアフリー化及びユニバーサル化の検討を行う。
＜天竜川駅南地区まちづくり検討事業＞
JR天竜川駅南地区における円滑で安全な駅利用の促進と、民間活力によるまちづくりの誘導を目的として、道路
ネットワークを含めた地区整備方針や整備手法等について検討を行う。
【重点戦略項目№81】＜立地適正化計画策定事業＞人口減少・高齢化社会へ対応する集約型都市構造の実現
を目指し、改正都市再生特別措置法に基づく立地適正化計画の策定に向けた調査、検討を行う。

杉石　秀和 平成

＜新・都市計画マスタープラン調査検討事業＞
・市民意識調査を実施し、策定方針の検討を進めた。
＜都市計画区域マスタープラン策定事業＞
・都市計画区域マスタープラン定期見直しに向けた都市計画基礎調査を実施した。
＜都市計画図書作成事業＞
・都市計画決定や変更等に必要な都市計画図書の作成を行い、都市計画決定の手続きを進めた。
＜西鹿島駅周辺地区まちづくり検討事業＞
・駅前広場の詳細設計に反映させるため、各交通事業者のバリアフリー、ユニバーサルデザインについて聞き取りを行い、現状の問題や今
後の課題を整理し有効な機能改善策等を検討した。
＜天竜川駅南地区まちづくり検討事業＞
道路ネットワークを含めた地区整備方針や手法等について検討を行った。
＜立地適正化計画策定事業＞
・「浜松市立地適正化計画の基本方針」を策定し、これに基づき都市機能誘導に関する検討を進めた。

大項目 現状 小項目 事業費 現状 人工 現状

拠点ネットワーク型都市構造の実現に向けて、社会経済情勢の変化に対応した都市計画の方針や必要な都市
計画を定めるための都市計画策定事業を継続的に行っていく。
西鹿島駅周辺地区まちづくり検討事業について、道路環境改善に伴う、東西軸の強化は、道路部局が主体で進
め、駅前広場の機能改善は早急に整備事業が着手できるよう検討していく。

大項目 現状 小項目 事業費 現状 人工 現状

<新・都市計画ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝ調査検討、都市計画区域ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝ策定事業>法の規定に基づき、関連計画と連携、整合を図りつ
つ計画管理と調査を実施する。

<西鹿島駅周辺地区まちづくり検討事業>道路部局や関係機関、地元住民と調整し、早期に整備の着手を目指す。
<天竜川駅南地区まちづくり検討事業>民間活力によるまちづくりとの連携を図る。
<立地適正化計画策定事業>基本方針に基づき居住誘導に関する検討を進め、計画案の作成を行う。
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◇事業工程表（No.：重点戦略項目No）

平成29年度 （管理番号） （担当課） （責任者） （作成日）
002101000 都市計画課 杉石　秀和 平成 29 7 1

補助シート （事業名）都市計画策定事業

H30

81

1.市街地の現状把握・
　分析、将来都市構造
　の検証
2.将来の都市のあり方
　検討
3.立地適正化に関する
　基本方針の検討

都市機能誘導区域の
検討
1.都市機能誘導区域の
　具体的区域の設定
2.誘導施設の設定
3.誘導区域内で講ずる
　べき施策の設定

居住誘導区域の検討
1.居住誘導区域の具体
　的区域の設定
2.誘導区域内で講ずる
　べき施策の設定
3.誘導区域外で講ずる
　べき施策の設定

・関係機関調整
・計画（案）に関する意見
　聴取実施
・計画策定、公表

No. H27 H28 H29 
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◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇事業の指標（H30：重点戦略最終年度、H31：総合戦略最終年度、H36：基本計画最終年度）

都市計画課 杉石　秀和 平成 29 7 1平成29年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （作成日）

002101000

根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

事業シート （事業名） 都市計画総務運営経費

H18 － 一般会計 自治事務（その他）

都市計画に関する事務事業を適正に行うため、都市計画手続や都市計画に関する事項の調査審議等の場とし
て都市計画審議会を運営する。また、都市計画及び社会資本整備の事務事業において、市全体の相互調整を
行い、必要な財源確保を行う。

・都市計画に関する事務事業の円滑な運営
　国、県など関係機関との調整を行い、事務事業の円滑な運営を行う。
・社会資本総合整備計画の推進
　社会資本整備総合交付金事業について、円滑な事業推進を図るよう、市全体の総合調整を行う。
・都市計画審議会の運営
　都市計画法に基づき設置し、都市計画に係る調査審議等の場となる都市計画審議会の運営を行う。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分

事業費(千円) 予算 11,558 8,449
決算 10,222 6,979

市債

－ －

H27 H28 H29
7,968

－ －

国・県支出

その他 907 1,200

一般会計繰入金
一般財源 9,315 6,118 6,768

861

人件費(報酬等) (千円) 308 181 318
人件費　(千円) 48,300 51,100 49,700

7.1
再任用(h31)

非常勤

人工

正規 6.9 7.3

再任用(h26)

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No
-

年度 H27 H28 H29 H30 H31

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系

H36
目標値

実績値

重点戦略項目No

H28 H29 H30 H31 H36年度 H27
目標値

実績値

H28 H29 H30 H31

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

H36
目標値

年度 H27

実績値

H28 H29 H30 H31

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

H36
目標値

年度 H27

実績値
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◇平成28年度の事業評価

・平成28年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

指標の達成度

平成29年度 （管理番号） （担当課） （責任者） （作成日）
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・都市計画に関する事務事業の円滑な運営
　国、県など関係機関との調整を行い、事務事業の円滑な運営を行う。
・社会資本総合整備計画の推進
　社会資本整備総合交付金事業について、円滑な事業推進を図るよう、市全体の総合調整を行う。
・都市計画審議会の運営
　都市計画法に基づき設置し、都市計画に係る調査審議等の場となる都市計画審議会の運営を行う。

杉石　秀和 平成

＜都市計画総務運営＞
・都市計画に関する事務事業が円滑に進められた。
＜都市計画審議会運営事業＞
・都市計画審議会を3回開催し、6案件に答申を行い、都市計画事業の推進を図った。
＜(一財)浜松まちづくり公社の経営健全化＞
・都市整備事業及び施設管理事業を推進することにより、経常収益の維持を図った。
＜社会資本総合整備計画推進事業＞
地域のまちづくりの目標を達成するため、社会資本総合整備計画に沿って事業の進捗、社会情勢に即した円滑
な事業推進が図られた。当初：27計画、約79億円(国費)

大項目 現状 小項目 事業費 現状 人工 現状

・都市計画課の運営経費として、的確に対応していくとともに、社会資本整備総合交付金を活用しての将来都市構造

の実現に取り組む。

大項目 現状 小項目 事業費 現状 人工 現状

・社会資本整備総合交付金事業について、国の重点配分方針や上位計画への位置づけ等を考慮しながら、引き続き

交付金の確保に努め、事業の推進を図る。
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◇取組概要

◇行財政改革の視点

◇行財政改革の進行管理（行政経営計画、個別計画等、政策・事業シートのうち、該当する項目に記載）

行政経営計画 取組番号

取組事項名

個別計画等 計画名等

政策・事業シート（以下の項目に記載）

◇行財政改革の指標・効果額

◇行財政改革の評価
≫≪年度末の進捗状況

効果額（千円）
実績値

3 計画値
実績値

2 計画値

Ｈ30 最終値

1 計画値
実績値

（事業名）都市計画総務運営経費

4001-14

（一財）浜松まちづくり公社の経営健全化

外郭団体コミットメント

指標（単位） Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

浜松まちづくり公社は公益目的事業において市民が主体となったまちづくり活動支援や都市整備の調査研究、普
及活動など、地域社会の健全な発展のために市と連携を取り経営健全化の取組みを進捗管理を行うとともに、
出捐比率の引き下げや市との随意契約の解消については、引き続き市が公社経営に関与し調整を図っていく。

　４　市民協働・官民連携の推進

002101000 都市計画課 杉石　秀和 平成 29 7 1

行財政改革の取り組み

平成29年度 （管理番号） （担当課） （責任者） （作成日）


